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The impact of toxigenic culture on antimicrobial prescriptions for Clostridioides difficile infection: 

The role of diagnostic stewardship 
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論文審査の要旨 

 

本研究は、Clostridioides difficile 感染症（CDI）の診断において推奨されている toxigenic 

culture（毒素培養）について、抗菌薬適正使用への関連について解析したものである。 

奈良立大学附属病院において、2013 年 11 月から 2018 年 3 月までイムノクロマト法

による CDI の診断をした前期（1,262 例）と、2018 年 4 月から 2021 年 3 月までイムノ

クロマト法に加え毒素培養を採用した後期（1,023 例）に分け、患者データを後ろ向きに

検討した。 

前期では、抗原陽性・毒素陽性が 64 例（5.1％）であったが、後期では抗原陽性・毒

素陰性 104 例のうち毒素培養により 54 例が毒素陽性となり、CDI 診断率は大きく上昇

した。一方で、CDI に対する抗菌薬適正使用率は、イムノクロマトで診断がつけば前後

期で 90.6％、82.1％と高値であったが、毒素培養によって CDI と診断がついた場合は

68.5％と低値であった。すなわち、毒素培養が必ずしも抗菌薬の適正使用や投与期間に

影響しないことが示され、毒素培養の報告と解釈を改善するために diagnostic stewardship

の下での協調的なアプローチが必要と考えられた。 

公聴会では、イムノクロマト陽性と陰性では毒素産生量が異なるのか、菌株による臨

床所見に差はあるのかなどの質問があり、遺伝子型 RT027 クローンは毒素産生量が多い

ことが知られているが、毒素陽性率および臨床所見との関連は明らかにされていないこ

とを回答した。また課題として、保存菌株の詳細なタイピングにより臨床所見との相関

について検討する必要があることを説明した。 

以上から、本研究は、毒素培養と CDI における抗菌薬適正使用との関連について初め

て評価したものであり、感染病態制御医学の発展に十分寄与するものと判断される。参

考論文と合わせて学位を授与するに値する研究と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに感染病態制御医学  の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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